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大 迫 美 香
4月 頃だったでしょうか。思いがけず頂いた先生か らのお電話で退官 された
ことを知 りました。本当に突然の事で驚いてしまいました。
今回はこの紙面をお借 りして,先 生へのお礼の意味を込めて,先 生 との思い
出を綴 りたい と思います。
私が先生 と初めてお会いしたのは5年 程前大学1回 生の 「英語学概論」の講
義でした。私の名前の珍しさも手伝ってか早kに 憶}xて 頂いた様で頻繁に解答
の御指名を受けました。毎回緊張の連続で,テ キス トと辞書を片手の90分 でし
たが,「 先生に認められている」とい う気がして大変嬉 しかったです。 しかし
今になって思 うのですが,・先生は私の事を 「打てば響 く」学生だと思ってらし
たのかもしれませんが私は 「打たれて出す音を必死に探す」学生だったんです
よ。誤解 されていてはいけませんのであ>xて ここで言っておきます。
3回 生では 「英語史」の講義を受けさせて頂きました。今迄受験英語 として






むだけで気が遠くな りそ うな専門書や資料を差し出された時には内心 厂どうし










壇に立ち続けてお られる教職の先輩 として,そ して人生の先輩 として,と ても
素晴 らしい方だ と思います。
私のわずかな経験からも,人 に何かを教える,と いうことの難しさや,そ の
為に費やす時間の多さと大変さは身にしみてわか ります。人に一を教えるには
自分は十 も百 もそのことを知 り尽 くさないとダメだ,と いうことになるでしょ
う。私はたった一年でも根を上げていたのに,先 生は教員 として,研 究者 とし
て何十年 もの長い時間を過ごされている。とても一言で言い現わせない程です
が,あ}xて 言 うなら 「す ごい」というしかあ りません。
佛教大学を退官されたとはいえ,今 後も私の後輩にあたる学生を指導される
とお聞きしています。私の様な未熟な教え子もいます。今後,後 に続 く者の為
にも,そ して私の為にも素晴 しい"師"で あ り続けて下さい。
研究者として益kそ の巾を広げて,精 力的に御活躍 していただきたいと思い





最後にな りましたが,お 体に十分お気をつけて,御 活躍されます様心 よりお
祈 り申し上げます。
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